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(57)【要約】
【課題】無線通信システムにおいて位置を決定する方法
及び装置を提供すること。
【解決手段】本発明は、基準セル及び少なくとも一つの
隣接セルに関する情報を含むシステム情報を位置サーバ
から受信し、システム情報を用いて、基準セル及び少な
くとも一つの隣接セルから位置決め基準信号（ＰＲＳ）
を受信して、少なくとも一つの隣接セルのそれぞれの基
準セルに対する基準信号時間差（ＲＳＴＤ）（を測定し
、ＲＳＴＤを位置サーバに送信する。ＲＳＴＤは、二つ
のセル間の相対的なタイミング差であり、システム情報
は、端末によってシステムフレーム番号（ＳＦＮ）が取
得される少なくとも一つのセルを、基準セル又は少なく
とも一つの隣接セルとして含む。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて端末（ＵＥ）の位置を決定する方法であって、
　基準セル及び少なくとも一つの隣接セルに関する情報を含むシステム情報を位置サーバ
から受信するステップと、
　前記システム情報を用いて、前記基準セル及び前記少なくとも一つの隣接セルから位置
決め基準信号（ＰＲＳ）を受信するステップと、
　前記基準セルに対する前記少なくとも一つの隣接セルそれぞれの基準信号時間差（ＲＳ
ＴＤ）を測定するステップと、
　前記少なくとも一つのＲＳＴＤを前記位置サーバに送信するステップと、を有し、
　前記ＲＳＴＤは、二つのセル間の相対的なタイミング差であり、
　前記システム情報は、前記端末がシステムフレーム番号（ＳＦＮ）を取得するための少
なくとも一つのセルを、前記基準セル又は前記少なくとも一つの隣接セルとして含む、方
法。
【請求項２】
　前記ＳＦＮの取得のための前記少なくとも一つのセルは、サービス提供セルである、請
求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記システム情報は、前記少なくとも一つの隣接セルのスロット番号オフセット、ＲＳ
ＴＤ期待値及び前記ＲＳＴＤ期待値の不確実性を含み、
　前記スロット番号オフセットは、前記基準セルのスロット番号と前記少なくとも一つの
隣接セルそれぞれのスロット番号との間のオフセットであり、前記ＲＳＴＤの期待値は、
前記端末が測定するものと期待されるＲＳＴＤ値であり、前記ＲＳＴＤ期待値の不確実性
は、前記ＲＳＴＤ期待値の誤差範囲である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記システム情報は、前記基準セルのＰＲＳが送信される時点に関する情報を示すＰＲ
Ｓ設定インデクス、及び前記少なくとも一つの隣接セルそれぞれのＰＲＳが送信される時
点に関する情報を示すＰＲＳ設定インデクスを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記システム情報を要求するメッセージを前記位置サーバに送信するステップをさらに
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＲＳＴＤを測定するステップは、
　前記システム情報を用いて前記基準セルのＰＲＳの到着時刻（ＴＯＡ）を測定するステ
ップと、
　前記システム情報を用いて前記少なくとも一つの隣接セルそれぞれのＰＲＳのＴＯＡを
測定するステップと、
　前記基準セルの測定されたＴＯＡ及び前記少なくとも一つの隣接セルそれぞれの測定さ
れたＴＯＡを用いて、前記基準セルに対する前記少なくとも一つの隣接セルそれぞれのＲ
ＳＴＤを計算するステップと、を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記少なくとも一つのセルが前記基準セルであるとき、前記基準セルのＴＯＡを測定す
るステップは、前記基準セルのＳＦＮ及び前記システム情報に含まれた前記基準セルのＰ
ＲＳ設定インデクスを用いて、前記基準セルのＰＲＳを受信するステップを含み、
　前記基準セルのＰＲＳ設定インデクスは、前記基準セルのＰＲＳが送信される時点を示
す、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記少なくとも一つのセルが前記少なくとも一つの隣接セルであるとき、前記基準セル
のＴＯＡを測定するステップは、前記システム情報内の前記少なくとも一つのセルのスロ
ット番号オフセット、ＲＳＴＤ期待値及び前記ＲＳＴＤ期待値の不確実性を用いて前記基
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準セルのＰＲＳを受信するステップを含み、
　前記スロット番号オフセットは、前記基準セルのスロット番号と前記少なくとも一つの
セルのスロット番号との間のオフセットであり、前記ＲＳＴＤ期待値は、前記端末が測定
するものと期待されるＲＳＴＤ値であり、前記ＲＳＴＤ期待値の不確実性は、前記ＲＳＴ
Ｄ期待値の誤差範囲である、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　無線通信システムの位置サーバによって端末（ＵＥ）の位置決めを支援する方法であっ
て、
　基準セル及び少なくとも一つの隣接セルに関する情報を含むシステム情報を前記端末に
送信するステップと、
　前記端末から、前記隣接セルそれぞれの前記基準セルに対する基準信号時間差（ＲＳＴ
Ｄ）を受信するステップと、を有し、
　前記ＲＳＴＤは、前記端末が前記システム情報を用いて前記基準セル及び前記少なくと
も一つの隣接セルから受信した位置決め基準信号（ＰＲＳ）によって測定されたものであ
り、
　前記ＲＳＴＤは、二つのセル間の相対的なタイミング差であり、
　前記システム情報は、前記端末がシステムフレーム番号（ＳＦＮ）を取得する少なくと
も一つのセルを、前記基準セル又は前記少なくとも一つの隣接セルとして含む、方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも一つのセルは、サービス提供セルである、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記システム情報は、前記少なくとも一つの隣接セルのスロット番号オフセット、ＲＳ
ＴＤ期待値及び前記ＲＳＴＤ期待値の不確実性を含み、
　前記スロット番号オフセットは、前記基準セルのスロット番号と前記少なくとも一つの
隣接セルそれぞれのスロット番号との間のオフセットであり、前記ＲＳＴＤの期待値は、
前記端末が測定するものと期待されるＲＳＴＤ値であり、前記ＲＳＴＤ期待値の不確実性
は、前記ＲＳＴＤ期待値の誤差範囲である、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記システム情報は、前記基準セルのＰＲＳが送信される時点に関する情報を示すＰＲ
Ｓ設定インデクス、及び前記少なくとも一つの隣接セルそれぞれのＰＲＳが送信される時
点に関する情報を示すＰＲＳ設定インデクスを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記端末から前記システム情報を要求するメッセージを受信するステップをさらに含む
、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　無線通信システムの端末（ＵＥ）であって、
　基準セル及び少なくとも一つの隣接セルに関する情報を含むシステム情報を位置サーバ
から受信するように構成された受信モジュールと、
　前記システム情報を用いて前記基準セル及び前記少なくとも一つの隣接セルから位置決
め基準信号（ＰＲＳ）を受信して、前記少なくとも一つの隣接セルそれぞれの前記基準セ
ルに対する基準信号時間差（ＲＳＴＤ）を測定するように構成されたプロセッサと、
　前記位置サーバに前記ＲＳＴＤを送信するように構成された送信モジュールと、を備え
、
　前記ＲＳＴＤは、二つのセル間の相対的なタイミング差であり、
　前記システム情報は、前記端末がシステムフレーム番号（ＳＦＮ）を取得する少なくと
も一つのセルを、前記基準セル又は前記少なくとも一つの隣接セルとして含む、端末。
【請求項１５】
　前記ＳＦＮの取得のための前記少なくとも一つのセルは、サービス提供セルである、請
求項１４に記載の端末。
【請求項１６】
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　前記システム情報は、前記少なくとも一つの隣接セルのスロット番号オフセット、ＲＳ
ＴＤ期待値及び前記ＲＳＴＤ期待値の不確実性を含み、
　前記スロット番号オフセットは、前記基準セルのスロット番号と前記少なくとも一つの
隣接セルそれぞれのスロット番号との間のオフセットであり、前記ＲＳＴＤの期待値は、
前記端末が測定するものと期待されるＲＳＴＤ値であり、前記ＲＳＴＤ期待値の不確実性
は、前記ＲＳＴＤ期待値の誤差範囲である、請求項１４に記載の端末。
【請求項１７】
　前記システム情報は、前記基準セルのＰＲＳが送信される時点に関する情報を示すＰＲ
Ｓ設定インデクス、及び前記少なくとも一つの隣接セルそれぞれのＰＲＳが送信される時
点に関する情報を示すＰＲＳ設定インデクスを含む、請求項１４に記載の端末。
【請求項１８】
　前記送信モジュールは、前記位置サーバに前記システム情報を要求するメッセージを送
信するように構成される、請求項１４に記載の端末。
【請求項１９】
　無線通信システムの位置サーバであって、
　基準セル及び少なくとも一つの隣接セルに関する情報を含むシステム情報を端末（ＵＥ
）に送信するように構成された送信モジュールと、
　前記端末から、前記少なくとも一つの隣接セルそれぞれの前記基準セルに対する基準信
号時間差（ＲＳＴＤ）を受信するように構成された受信モジュールと、を備え、
　前記ＲＳＴＤは、前記端末が前記システム情報を用いて前記基準セル及び前記少なくと
も一つの隣接セルから受信した位置決め信号（ＰＲＳ）によって測定され、
　前記ＲＳＴＤは、二つのセル間の相対的なタイミング差であり、
　前記システム情報は、前記端末がシステムフレーム番号（ＳＦＮ）を取得する少なくと
も一つのセルを、前記基準セル又は前記少なくとも一つの隣接セルとして含む、位置サー
バ。
【請求項２０】
　前記少なくとも一つのセルは、サービス提供セルである、請求項１９に記載の位置サー
バ。
【請求項２１】
　前記システム情報は、前記少なくとも一つの隣接セルのスロット番号オフセット、ＲＳ
ＴＤ期待値及び前記ＲＳＴＤ期待値の不確実性を含み、
　前記スロット番号オフセットは、前記基準セルのスロット番号と前記少なくとも一つの
隣接セルそれぞれのスロット番号との間のオフセットであり、前記ＲＳＴＤの期待値は、
前記端末が測定するものと期待されるＲＳＴＤ値であり、前記ＲＳＴＤ期待値の不確実性
は、前記ＲＳＴＤ期待値の誤差範囲である、請求項１９に記載の位置サーバ。
【請求項２２】
　前記システム情報は、前記基準セルのＰＲＳが送信される時点に関する情報を示すＰＲ
Ｓ設定インデクス、及び前記少なくとも一つの隣接セルそれぞれのＰＲＳが送信される時
点に関する情報を示すＰＲＳ設定インデクスを含む、請求項１９に記載の位置サーバ。
【請求項２３】
　前記受信モジュールは、前記端末から、前記システム情報を要求するメッセージを受信
するように構成される、請求項１９に記載の位置サーバ。
【請求項２４】
　前記受信されたＲＳＴＤを用いて前記端末の位置を決定するように構成されたプロセッ
サをさらに備える、請求項１９に記載の位置サーバ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は無線通信システムに関し、より詳細には、無線通信システムにおいて位置を決
定する方法及び装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　まず、無線通信システムのフレーム構造について、図１を参照して説明する。
【０００３】
　図１は、長期進化（ＬＴＥ）システムのフレーム構造を示す図である。
【０００４】
　図１に示すように、１フレームは１０サブフレームを含み、１サブフレームは２スロッ
トを含む。１サブフレームを送信するためにかかる時間を送信時間間隔（以下、“ＴＴＩ
”という）という。例えば、１サブフレームは１ｍｓであり、１スロットは０．５ｍｓで
あってもよい。
【０００５】
　１スロットは、複数の直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボルを含む。ＯＦＤＭシ
ンボルは、単一搬送波周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）シンボル又はシンボル期間
と呼ぶことができる。
【０００６】
　１スロットは、循環前置（ｃｙｃｌｉｃ　ｐｒｅｆｉｘ、以下、“ＣＰ”という）の長
さに応じて、７個又は６個のＯＦＤＭシンボルを含む。ＬＴＥシステムには正規ＣＰ（ｎ
ｏｒｍａｌ　ＣＰ）と拡張ＣＰ（ｅｘｔｅｎｅｄ　ＣＰ）とがある。正規ＣＰを使用する
場合には、１スロットは７個のＯＦＤＭシンボルを含み、拡張ＣＰを使用する場合には、
１スロットは６個のＯＦＤＭシンボルを含む。拡張ＣＰは遅延拡散が大きい場合に用いら
れる。
【０００７】
　図２は、ＬＴＥのスロット構造を示す。
【０００８】
　図２に示すように、各スロットで送信される信号は、ＮＤＬ

ＲＢ×ＮＤＬ
ＳＣ個の副搬

送波と、ＮＤＬ
ｓｙｍｂ個のＯＦＤＭシンボルで構成されるリソース格子とによって表す

ことができる。ここで、ＮＤＬ
ＲＢはリソースブロック（ＲＢ）の個数を示し、ＮＤＬ

Ｓ

Ｃは一つのＲＢを構成する副搬送波の個数を示し、ＮＤＬ
ｓｙｍｂは一つのスロットのＯ

ＦＤＭシンボルの個数を示す。
【０００９】
　次に、従来技術に係る端末の位置決め方法について説明する。
【００１０】
　端末の位置決め方法は、最近、実生活における様々な応用によってその必要性が増加し
ている。端末の位置決め方法において広く知られている方法は、全球測位システム（ＧＰ
Ｓ）ベース方式と地上位置決め（Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ）ベ
ース方式とに大別することができる。
【００１１】
　ＧＰＳベース方式は、衛星を用いてユーザ機器の位置を測定する方式であって、少なく
とも４個以上の衛星からの受信信号が必要であり、室内環境では使用できないという短所
がある。
【００１２】
　一方、地上位置決めベース方式は、各基地局からの信号の時間差を用いて端末の位置を
測定する方法であり、少なくとも３個の基地局からの受信信号が必要である。地上位置決
めベース方式は、ＧＰＳベース方式に比べて位置推定性能は劣るが、ほぼすべての環境で
使用できるという長所がある。地上位置決めベース方式は、主に同期信号又は基準信号を
用いて端末の位置を推定する。地上位置決めベース方式は、標準別に次のような用語で定
義される。
【００１３】
　はん用移動体通信システム（ＵＭＴＳ）地上無線接続ネットワーク（ＵＴＲＡＮ）では
観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）と定義され、世界移動体通信システム（ＧＳＭ（登録商標
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））／世界進化用強化データ速度（ＥＤＧＥ）無線接続ネットワーク（ＧＥＲＡＮ）では
強化観測時間差（Ｅ－ＯＴＤ）と定義され、ＣＤＭＡ２０００では高度下りリンク三辺測
量（ＡＦＬＴ）と定義される。
【００１４】
　図３は、３ＧＰＰ標準で用いられている地上位置決めベース方式の一種であるダウンリ
ンクＯＴＤＯＡの例を示す図である。
【００１５】
　図３に示すように、端末は、現在のサービス提供セル（ｓｅｒｖｉｎｇ　ｃｅｌｌ）で
送信されるサブフレームを基準にして基準クロックを生成するため、各隣接セルから受信
される信号は別個のＴＤＯＡを有する。
【００１６】
　図４は、ＯＴＤＯＡを用いた端末の位置決め方法の例を示す図である。
【００１７】
　図４を参照すると、ユーザ機器の位置決め方法は、通常、共通基準信号（ＣＲＳ）又は
同期信号（１次同期信号／２次同期信号、ＰＳＳ／ＳＳＳ）によって実行することができ
るが、位置情報サービス（ＬＣＳ）のための専用位置決め基準信号（以下、“ＰＲＳ”と
いう）を定義して使用してもよい。端末は、一つの基準基地局及び複数の隣接基地局から
受信された基準信号又は同期信号を用いて、一つの基準基地局から信号を受信するために
掛かる時間と、複数の隣接基地局のそれぞれから信号を受信するために掛かる時間との差
を求めて、サービス提供モバイル位置センタ（Ｅ－ＳＭＬＣ）に送信する。その後，Ｅ－
ＳＭＬＣは、テイラー級数展開を用いた線形方程式を解くことによって、端末の位置を計
算することができる。
【００１８】
　位置センタは、端末の位置を計算するために必要なＯＴＤＯＡ情報を基地局に要求する
ことができる。図５は、位置センタと基地局との間のＯＴＤＯＡ情報の交換過程を示す図
である。
【００１９】
　図５に示すように、位置センタが基地局にＯＴＤＯＡ情報要求メッセージを送信すると
、基地局は、ＯＴＤＯＡセル情報を含むＯＴＤＯＡ情報応答メッセージを位置センタに送
信する。ＯＴＤＯＡセル情報は、基地局のＰＲＳ構成インデクス、システムフレーム番号
（以下、“ＳＦＮ”という）初期化時刻、ＰＲＳミュート構成などを含む。
【００２０】
　そして、端末は、基地局から、基準基地局と複数の隣接基地局のＯＴＤＯＡ情報を受信
する。ＯＴＤＯＡ情報はＰＲＳ構成インデクス及びＰＲＳミュート情報などを含む。
【００２１】
　ＰＲＳ構成インデクスは、ＰＲＳが送信される時点に関する情報を示す。すなわち、端
末は、ＰＲＳ構成インデクスから、基地局がＰＲＳを送信するフレーム番号及びスロット
番号を知ることができる。
【００２２】
　端末は、サービス提供基地局と同期が取れており、サービス提供基地局のＳＦＮだけを
知っている。
【００２３】
　ところが、ＰＲＳ構成インデクスは、ＰＲＳを送信する基準基地局又は隣接基地局のＳ
ＦＮに合わせられているため、端末は、基準基地局又は隣接基地局のＳＦＮを知らなけれ
ばならないという問題がある。
【００２４】
　基地局間で送信同期が取れている同期ネットワーク又は部分整列された（ｐａｒｔｉａ
ｌ　ａｌｉｇｎｅｄ）同期ネットワークの場合には、端末が、サービス提供セルを基準に
して基準基地局又は隣接基地局のＳＦＮ境界を予測できるため、このような事項が大きな
問題にはならないが、基地局間で送信同期が取れていない非同期ネットワークの場合には
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、基準基地局又は隣接基地局のＳＦＮ情報を知っていないと、基準基地局又は隣接基地局
からＰＲＳを受信できない。
【００２５】
　したがって、端末は、基準基地局又は隣接基地局から受信される信号のＳＦＮ情報を知
っていない場合、該当の基地局のそれぞれの主同報チャネル（Ｐ－ＢＣＨ）を復号してＳ
ＦＮ情報を取得しなければならない。これは、端末の複雑度を増加させる。そして、受信
信号のＳＩＮＲが低い基地局から受信されるＰ－ＢＣＨは、復号の成功率が低いという問
題点もある。
【００２６】
　一般に、基準セルは、ＴＤＯＡの基準となるセルであるため、幾何学的形状（ｇｅｏｍ
ｅｔｒｙ）の良いセルが基準セルとして設定される可能性が高いため、Ｐ－ＢＣＨの復号
の成功率が高い。しかし、隣接セルは、Ｐ－ＢＣＨの復号の成功率が低いことがある。例
えば、ＴＳ ３６．１３３に定義されたＯＴＤＯＡのための基準セル及び隣接セルのＥｓ
／Ｉｏｔ基準は、それぞれ－６ｄＢ及び－１３ｄＢであるため、端末が隣接セルのＰ－Ｂ
ＣＨを成功裏に復号しにくい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２７】
　しかし、従来技術によれば、端末は、サービス提供基地局と同期が取れているため、基
準セル又は隣接セルからＰＲＳを受信する際に、効率性が低下するという問題がある。
【００２８】
　そして、ＰＲＳミュート情報がサービス提供セルのＳＦＮを基準に定義されている従来
技術によれば、ミュートのサブフレーム上の位置はサービス提供セルのＳＦＮを基準にし
て計算される。したがって、ＰＲＳ構成インデクスは、ＰＲＳを送信する基準基地局又は
隣接基地局のＳＦＮに合わせられており、ＰＲＳミュート情報は、サービス提供セルのＳ
ＦＮを基準に定義されているため、ＰＲＳ構成インデクスとＰＲＳミュート情報が互いに
衝突するという問題点がある。
【００２９】
　また、ＰＲＳミュート情報が基準セルのＳＦＮを基準に定義されている従来技術によれ
ば、ミュートのサブフレーム上の位置は基準セルのＳＦＮを基準にして計算される。した
がって、ＰＲＳ構成インデクスは、ＰＲＳを送信する基準基地局又は隣接基地局のＳＦＮ
に合わせられており、ＰＲＳミュート情報は基準セルのＳＦＮを基準に定義されているた
め、ＰＲＳ構成インデクスとＰＲＳミュート情報が互いに衝突するという問題がある。
【００３０】
　上述したように、従来技術によれば、基準セル又は隣接セルからＰＲＳを受信する際に
、効率性が低下するという問題がある。
【００３１】
　したがって、本発明は、従来技術の制約及び短所に起因する問題を解消する、無線通信
システムにおいて位置決め方法及び装置を提供する。
【００３２】
　本発明の目的は、無線通信システムにおいて端末が基準セル又は隣接セルからＰＲＳを
効率的に受信できるようにする位置決め方法及び装置を提供するものである。
【００３３】
　本発明で達成しようとする技術的課題は、以上に言及した技術的課題に制限されず、言
及していない他の技術的課題は、下記の記載から本発明の属する技術分野における通常の
知識を有する者に明確に理解されるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００３４】
　上記課題を達成するために、本発明の一態様による無線通信システムにおける端末の位
置を決定する方法は、端末が基準セル及び少なくとも一つの隣接セルに関する情報を含む
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システム情報を位置サーバから受信し、システム情報を用いて、基準セル及び少なくとも
一つの隣接セルから位置決め基準信号（ＰＲＳ）を受信して、少なくとも一つの隣接セル
のそれぞれの基準セルに対する基準信号時間差（ＲＳＴＤ）を測定して位置サーバに送信
する。
【００３５】
　ＲＳＴＤは、二つのセル間の相対的なタイミング差である。システム情報は、端末がシ
ステムフレーム番号（ＳＦＮ）を取得する少なくとも一つのセルを、基準セル又は少なく
とも一つの隣接セルとして含む。
【００３６】
　好ましくは、ＳＦＮを取得するセルは、サービス提供セルである。
【００３７】
　好ましくは、システム情報は、少なくとも一つの隣接セルのそれぞれのスロット番号オ
フセット、ＲＳＴＤ期待値及びＲＳＴＤ期待値の不確実性を含み、スロット番号オフセッ
トは、基準セルのスロット番号と少なくとも一つの隣接セルのそれぞれのスロット番号と
の間のオフセットであり、ＲＳＴＤの期待値は、端末が測定するものと期待されるＲＳＴ
Ｄ値であり、ＲＳＴＤ期待値の不確実性は、ＲＳＴＤ期待値の誤差範囲である。
【００３８】
　好ましくは、システム情報は、基準セルのＰＲＳが送信される時点に関する情報を示す
ＰＲＳ設定インデクス、及び少なくとも一つの隣接セルのそれぞれのＰＲＳが送信される
時点に関する情報を示すＰＲＳ設定インデクスを含む。
【００３９】
　好ましくは、端末は、位置サーバにシステム情報を要求するメッセージを送信する。
【００４０】
　好ましくは、端末は、システム情報を用いて基準セルのＰＲＳの到着時刻（ＴＯＡ）を
測定し、システム情報を用いて少なくとも一つの隣接セルのそれぞれのＰＲＳのＴＯＡを
測定し、基準セルのＰＲＳのＴＯＡ及び少なくとも一つの隣接セルのそれぞれのＰＲＳの
ＴＯＡを用いて、少なくとも一つの隣接セルのそれぞれの基準セルに対するＲＳＴＤを計
算する。
【００４１】
　好ましくは、少なくとも一つのセルが基準セルであるとき、端末は、基準セルのＳＦＮ
及びシステム情報に含まれた基準セルのＰＲＳ設定インデクスを用いて基準セルのＰＲＳ
を受信して、基準セルのＰＲＳのＴＯＡを測定する。
【００４２】
　好ましくは、少なくとも一つのセルが少なくとも一つの隣接セルであるとき、端末は、
システム情報に含まれた少なくとも一つのセルのスロット番号オフセット、ＲＳＴＤ期待
値及びＲＳＴＤ期待値の不確実性を用いて基準セルのＰＲＳを受信して、基準セルのＰＲ
ＳのＴＯＡを測定することができる。スロット番号オフセットは、基準セルのスロット番
号と少なくとも一つのセルのスロット番号との間のオフセットである。ＲＳＴＤ期待値は
、端末によって測定されるものと期待されるＲＳＴＤ値である。そして、ＲＳＴＤ期待値
の不確実性は、ＲＳＴＤ期待値の範囲である。
【００４３】
　上記課題を達成するために、本発明の他の態様による無線通信システムの位置サーバに
おける端末の位置決定を支援する方法は、位置サーバが基準セル及び少なくとも一つの隣
接セルに関する情報を含むシステム情報を端末に送信し、端末から、少なくとも一つの隣
接セルのそれぞれの基準セルに対するＲＳＴＤを受信する。ＲＳＴＤは、端末がシステム
情報を用いて基準セル及び少なくとも一つの隣接セルのそれぞれから位置決め基準信号（
ＰＲＳ）を受信して測定することができる。ＲＳＴＤは、二つのセル間の相対的なタイミ
ング差である。システム情報は、端末がシステムフレーム番号（ＳＦＮ）を取得する一つ
のセルを、基準セル又は少なくとも一つの隣接セルとして含む。
【００４４】
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　上記課題を達成するために、本発明の更に他の態様による無線通信システムの端末は、
基準セル及び少なくとも一つの隣接セルに関する情報を含むシステム情報を位置サーバか
ら受信する受信モジュールと、システム情報を用いて基準セル及び少なくとも一つの隣接
セルのそれぞれから位置決め基準信号（ＰＲＳ）を受信して、少なくとも一つの隣接セル
のそれぞれの前記基準セルに対するＲＳＴＤを測定するプロセッサと、位置サーバにＲＳ
ＴＤを送信する送信モジュールと、を含む。ＲＳＴＤは、二つのセル間の相対的なタイミ
ング差であり、システム情報は、端末がシステムフレーム番号（ＳＦＮ）を取得する少な
くとも一つのセルを、基準セル又は少なくとも一つの隣接セルとして含む。
【００４５】
　上記課題を達成するために、本発明の更に他の態様による無線通信システムの位置サー
バは、基準セル及び少なくとも一つの隣接セルに関する情報を含むシステム情報を端末に
送信する送信モジュールと、端末から、端末がシステム情報を用いて基準セル及び少なく
とも一つの隣接セルのそれぞれから位置決め基準信号（ＰＲＳ）を受信して測定した、少
なくとも一つの隣接セルのそれぞれの基準セルに対するＲＳＴＤを受信する受信モジュー
ルと、を含む。ＲＳＴＤは、二つのセル間の相対的なタイミング差であり、システム情報
は、端末がシステムフレーム番号（ＳＦＮ）を取得する少なくとも一つのセルを、基準セ
ル又は少なくとも一つの隣接セルとして含む。
【００４６】
　上記の技術的解決方法は、本発明の実施例の一部に過ぎず、本願発明の技術的特徴の反
映された様々な実施例が、当該技術の分野における通常の知識を有する者によって、後述
する本発明の詳細な説明から導出され理解されるであろう。
【発明の効果】
【００４７】
　本発明は、次のような効果を提供する。
【００４８】
　ＯＴＤＯＡのためのシステム情報に、端末がシステムフレーム番号（ＳＦＮ）を取得で
きるセルを基準セル又は隣接セルとして含めることによって、端末が基準セル又は隣接セ
ルからＰＲＳを効率的に受信することができる。
【００４９】
　本発明に関する理解を助けるために詳細な説明の一部として含まれる添付の図面は、本
発明の実施例を提供し、詳細な説明と共に本発明の技術的思想を説明する。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】ＬＴＥシステムのフレーム構造を示す図である。
【図２】ＬＴＥのスロット構造を示す図である。
【図３】３ＧＰＰ標準で用いられている地上位置決めベース方式の一種であるダウンリン
クＯＴＤＯＡの例を示す図である。
【図４】ＯＴＤＯＡを用いた端末の位置決め方法の例を示す図である。
【図５】位置センタと基地局との間のＯＴＤＯＡ情報の交換過程を示す図である。
【図６】ＰＲＳがリソース要素に割り当てられたパターンを示す図である。
【図７】本発明の第１実施例に係る端末の位置決め方法を示すフローチャートである。
【図８】端末が基地局に補助データを要求して受信する過程を示す図である。
【図９】補助データ提供メッセージに含まれたＯＴＤＯＡ補助データを示す図である。
【図１０】ＯＴＤＯＡ基準セル情報を示す図である。
【図１１】ｐｒｓＩｎｆｏを示す図である。
【図１２】ＯＴＤＯＡ隣接セル情報リストを示す図である。
【図１３】基準セルのＰＲＳが受信される位置の範囲を示す図である。
【図１４】隣接セルのＰＲＳが受信される位置の範囲を示す図である。
【図１５】本発明の実施例が実現されうる送信器及び受信器の構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
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　以下、本発明の好適な実施の形態を、添付の図面を参照して詳細に説明する。添付の図
面と共に以下に開示される詳細な説明は、本発明の例示的な実施の形態を説明するための
もので、本発明を実施できる唯一の実施の形態を示すものではない。以下の詳細な説明は
、本発明の完全な理解を提供するために具体的な細部事項を含む。しかし、当業者には、
それらの具体的な細部事項なしに本発明を実施できることを理解されたい。例えば、以下
の詳細な説明は、移動通信システムがＵＭＴＳシステムである場合を仮定して具体的に説
明するが、ＵＭＴＳシステムの特有の事項を除いては、他の任意の移動通信システムにも
適用可能である。
【００５２】
　場合によっては、本発明の概念が曖昧になることを避けるために、公知の構造及び装置
を省略し、又は各構造及び装置の核心機能を中心にしたブロック図の形式で図示すること
がある。また、本明細書全体にわたって同一の構成要素については同一の図面符号を使用
して説明する。
【００５３】
　なお、以下の説明において、端末は、ユーザ装置（ＵＥ）、移動機（ＭＳ）などの移動
型又は固定型のユーザ端の機器を総称するものと仮定する。また、基地局は、ノードＢ、
強化ノードＢ（ｅＮｏｄｅ Ｂ）、基地局（ＢＳ）などの端末と通信するネットワーク端
の任意のノードを総称するものと仮定する。
【００５４】
　まず、位置決め基準信号（以下、“ＰＲＳ”という）について説明する。
【００５５】
　ＰＲＳは、端末の位置決めのために使用される基準信号であって、ＰＲＳ送信のために
決定されたダウンリンクサブフレームのリソースブロックを通してだけ送信される。
【００５６】
　ＰＲＳシーケンスは、式１によって定義される。
【数１】

【００５７】
　ここで、

【数２】

は、ＰＲＳシーケンスを示し、ｎｓは、フレーム内でスロット番号を示し、１はスロット
内でＯＦＤＭシンボル番号を示す。ｃ（ｉ）は、疑似ランダムシーケンスを示し、疑似ラ
ンダムシーケンス生成器は、ＯＦＤＭシンボルのそれぞれの開始点で式２のようなｃｉｎ

ｉｔに初期化される。
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【数３】

【００５８】
　ここで、ＮＩＤ

ｃｅｌｌは、物理層セルＩＤであり、ＮＣＰは、ＯＦＤＭシンボルが正
規循環前置を有するときは１であり、拡張ＣＰを有するときは０である。
【００５９】
　図６は、ＰＲＳがリソース要素に割り当てられたパターンを示す図である。（ａ）は正
規ＣＰである場合を示し、（ｂ）は拡張ＣＰである場合を示す。
【００６０】
　次に、本発明の実施例に係る端末の位置決め方法について、図面を参照して説明する。
【００６１】
　本発明の実施例に係る端末の位置決め方法によれば、端末は、基地局から補助データ（
ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ　ｄａｔａ）を受信し、補助データを用いて基準セル及び隣接セル
からＰＲＳを受信して、基準セルと隣接セルとの間の基準信号時間差（以下、“ＲＳＴＤ
”という）を計算してサービス提供基地局に送信する。すると、サービス提供基地局は、
ＲＳＴＤを位置サーバに送信し、位置サーバは、ＲＳＴＤを用いて端末の位置を決定する
。
【００６２】
　ＲＳＴＤは、基準セルと隣接セルとの間の相対的なタイミング差を意味し、式３で定義
される。
【数４】

【００６３】
　ここで、ＴＳｕｂｆｒａｍｅＲｘｊは、端末が隣接セルｊから一つのサブフレームの開
始点を受信する時刻であり、ＴＳｕｂｆｒａｍｅＲｘｉは、端末が基準セルｉから、前記
セルｊから受信された一つのサブフレームに最も近い一つのサブフレームの開始点を受信
する時刻である。サブフレームのタイミング差の基準点は、端末のアンテナコネクタであ
ってよい。
【００６４】
　好ましくは、基準セル及び隣接セルがＰＲＳを類似の時点に送信することができ、基準
セル及び隣接セルがＰＲＳを類似の時点に送信すると、端末が基準セルからＰＲＳを受信
する時点と、複数の隣接セルのそれぞれからＰＲＳを受信する時点との差は一定の時間範
囲内にある。例えば、端末が基準セルからＰＲＳを受信する時点と、複数の隣接セルのそ
れぞれからＰＲＳを受信する時点との差は１サブフレーム内にあり得る。すると、ＲＳＴ
Ｄの定義において、端末が隣接セルｊから受信する一つのサブフレームを、隣接セルｊの
ＰＲＳ位置決め機会（ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　ｏｃｃａｓｉｏｎｓ）の１番目のサブフ
レームであるとすると、セルｊから受信された一つのサブフレームに最も近いセルｉから
受信された一つのサブフレームは、基準セルｉのＰＲＳ位置決め機会の１番目のサブフレ
ームとなる。このとき、ＰＲＳ位置決め機会は、ＰＲＳが割り当てられた連続するダウン
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リンクサブフレームを意味する。したがって、ＲＳＴＤは、隣接セルｊからＰＲＳを受信
した時点と、基準セルｉからＰＲＳを受信した時点との差になる。このとき、特定セルか
らＰＲＳを受信した時点を、ＰＲＳの到着時刻（Ｔｉｍｅ　ｏｆ　Ａｒｒｉｖａｌ、以下
、“ＴＯＡ”という）という。
【００６５】
　まず、本発明の第１実施例に係る端末の位置決め方法について、図７を参照して説明す
る。
【００６６】
　図７は、本発明の第１実施例に係る端末の位置決め方法を示すフローチャートである。
【００６７】
　図７に示すように、端末は、位置サーバから補助（ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ）データを受
信する（Ｓ７１０）。補助データは、端末がＲＳＴＤを計算するために必要な基準セル及
び複数の隣接セルに関するシステム情報を含む。
【００６８】
　端末は、基地局を通じて位置サーバに補助データを要求して受信してもよい。図８は、
端末が基地局に補助データを要求して受信する過程を示す図である。図８に示すように、
端末は、基地局を通じて位置サーバに補助データ要求メッセージ（ＲｅｑｕｅｓｔＡｓｓ
ｉｓｔａｎｃｅＤａｔａ　ｍｅｓｓａｇｅ）を送信し、位置サーバは、補助データを含む
補助データ提供メッセージ（ＰｒｏｖｉｄｅＡｓｓｉｓｔａｎｃｅＤａｔａ　ｍｅｓｓａ
ｇｅ）を端末に送信する。そして、位置サーバは、追加的な補助データを含む追加的な補
助データ提供メッセージを端末に送信することができる。位置サーバが最後に送信する補
助データ提供メッセージは、最後のメッセージであることを示すエンドトランザクション
指示子（ｅｎｄ　ｔｒａｎｓａｃｔｉｏｎ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を含む。
【００６９】
　又は、位置サーバは、端末の要求なしに補助データ提供メッセージを送信することもで
きる。図９は、補助データ提供メッセージに含まれたＯＴＤＯＡ補助データを示す図であ
る。
【００７０】
　図９に示すように、ＯＴＤＯＡ補助データは、ＯＴＤＯＡ基準セル情報（ＯＴＤＯＡ－
ＲｅｆｅｒｅｎｃｅＣｅｌｌＩｎｆｏ）及びＯＴＤＯＡ隣接セル情報（ＯＴＤＯＡ－Ｎｅ
ｉｇｈｂｏｕｒＣｅｌｌＩｎｆｏ）リストを含む。
【００７１】
　図１０は、ＯＴＤＯＡ基準セル情報を示す図である。ＯＴＤＯＡ基準セル情報は、基準
セルに関する情報を含む。
【００７２】
　図１０に示すように、ＯＴＤＯＡ基準セル情報は、物理セルＩＤ（ｐｈｙｓＣｅｌｌＩ
ｄ）、アンテナポート設定（ａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔＣｏｎｆｉｇ）、循環前置長（ｃｐ
Ｌｅｎｇｔｈ）、及びＰＲＳ情報（ｐｒｓＩｎｆｏ）を含む。
【００７３】
　ｐｈｙｓＣｅｌｌＩｄは、基準セルの物理的セルＩＤを示し、ａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔ
Ｃｏｎｆｉｇは、基準セルがセル特定基準信号のために１（又は２）個のアンテナポート
を使用するか、又は４個のアンテナポートを使用するかを示す。ｃｐＬｅｎｇｔｈは、基
準セルのＰＲＳの循環前置の長さを示す。ｐｒｓＩｎｆｏは、基準セルのＰＲＳ設定に関
する情報を示す。
【００７４】
　図１１は、ｐｒｓＩｎｆｏを示す図である。
【００７５】
　図１１に示すように、ｐｒｓＩｎｆｏは、ＰＲＳ帯域幅（ｐｒｓ－Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ
）、ＰＲＳ設定インデクス（ｐｒｓ－ＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＩｎｄｅｘ）、ダウン
リンクフレーム個数（ｎｕｍＤＬ－Ｆｒａｍｅｓ）及びＰＲＳミュート情報（ｐｒｓ－Ｍ



(13) JP 2013-536616 A 2013.9.19

10

20

30

40

50

ｕｔｉｎｇＩｎｆｏ）を含む。
【００７６】
　ｐｒｓ－Ｂａｎｄｗｉｄｔｈは、ＰＲＳを設定するために使用される帯域幅を示し、ｎ
ｕｍＤＬ－Ｆｒａｍｅｓは、ＰＲＳが割り当てられた連続するダウンリンクサブフレーム
の個数（Ｎｐｒｓ）を示す。
【００７７】
　ｐｒｓ－ＭｕｔｉｎｇＩｎｆｏは、該当のセルのＰＲＳミュート設定（ｍｕｔｉｎｇ　
ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）を示す。ＰＲＳミュート設定は、ＴＰＲＳの周期を有する
周期的なＰＲＳミュートシーケンスによって定義され、ＴＰＲＳは、ＰＲＳ位置決め機会
の個数で示される。位置決め機会は、ＮＰＲＳ個のダウンリンクサブフレームを含む。Ｐ
ＲＳミュート情報は、サービス提供セル又は基準セルのＳＦＮを基準に定義され得る。Ｐ
ＲＳミュート情報が、サービス提供セルのＳＦＮを基準にして定義される場合には、ＰＲ
Ｓミュートシーケンスの１番目のビットは、サービス提供セルのシステムフレーム番号（
ＳＦＮ）が０であるフレームの開始点の後に始まる１番目の位置決め機会に対応し、ＰＲ
Ｓミュート情報が、基準セルのＳＦＮを基準にして定義される場合には、ＰＲＳミュート
シーケンスの１番目のビットは、サービス提供セルのＳＦＮが０であるフレームの開始点
の後に始まる１番目の位置決め機会に対応する。
【００７８】
　ｐｒｓ－ＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＩｎｄｅｘは、ＰＲＳ設定インデクスを示す。Ｐ
ＲＳ設定インデクス（ＩＰＲＳ）は、ＰＲＳが送信される時点に関する情報を示す。表１
は、ＰＲＳ設定インデクスによるＰＲＳ送信周期（ＴＰＲＳ）及びＰＲＳサブフレームオ
フセット（ΔＰＲＳ）を示す。
【表１】

【００７９】
　ＰＲＳ設定インデクスは、上位層において設定される。ＰＲＳは、設定されたサブフレ
ームでだけ送信され、ＮＰＲＳ個の連続的なダウンリンクサブフレームで送信される。Ｎ

ＰＲＳも上位層において設定される。ＰＲＳが送信される連続的なＮＰＲＳ個のサブフレ
ームのうち１番目のサブフレームは、式４を満足するサブフレームである。

【数５】

【００８０】
　ここで、ｎｆはＳＦＮであり、ｎｓはスロット番号である。すなわち、端末は、補助デ
ータ提供メッセージを受信すると、補助データ提供メッセージに含まれた基準セルのＰＲ
Ｓ設定インデクスを用いて、ＰＲＳが送信されるフレーム及びスロットを知ることができ
る。ところが、ＰＲＳ設定インデクスは、ＰＲＳを送信するセルのＳＦＮを基準に設定さ
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れているため、端末は、ＰＲＳの送信時点を知るためには、ＰＲＳを送信するセルのＳＦ
Ｎを知らなければならない。
【００８１】
　図１２は、ＯＴＤＯＡ隣接セル情報リストを示す図である。
【００８２】
　図１２に示すように、ＯＴＤＯＡ隣接セル情報リストは、複数のＯＴＤＯＡ隣接セル情
報要素（ＯＴＤＯＡ－ＮｅｉｇｈｂｏｕｒＣｅｌｌＩｎｆｏＥｌｅｍｅｎｔ）を含み、Ｏ
ＴＤＯＡ隣接セル情報リストに含まれた複数のＯＴＤＯＡ隣接セル情報要素は、端末のＲ
ＳＴＤ測定に対する隣接セルの優先順位に従って降順に整列され得る。すなわち、ＯＴＤ
ＯＡ隣接セル情報リストに含まれた１番目のＯＴＤＯＡ隣接セル情報要素は、端末のＲＳ
ＴＤ測定に対する優先順位が最も高い隣接セルのＯＴＤＯＡ隣接セル情報要素であり得る
。
【００８３】
　ＯＴＤＯＡ隣接セル情報要素のそれぞれは、物理セルＩＤ（ｐｈｙｓＣｅｌｌＩｄ）、
循環前置長（ｃｐＬｅｎｇｔｈ）、ＰＲＳ情報（ｐｒｓＩｎｆｏ）、アンテナポート設定
（ａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔＣｏｎｆｉｇ）、スロット番号オフセット（ｓｌｏｔＮｕｍｂ
ｅｒＯｆｆｓｅｔ）、ＰＲＳサブフレームオフセット（ＰＲＳ－ＳｕｂｆｒａｍｅＯｆｆ
ｓｅｔ）、ＲＳＴＤ期待値（ｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ）及びＲＳＴＤ期待値の不確実性
（ｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ－Ｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙ）を含む。
【００８４】
　ｐｈｙｓＣｅｌｌＩｄは、隣接セルの物理的セルＩＤを示し、ａｎｔｅｎｎａＰｏｒｔ
Ｃｏｎｆｉｇは、隣接セルがセル特定基準信号のために１（又は２）個のアンテナポート
を使用するか、４個のアンテナポートを使用するかを示す。ｃｐＬｅｎｇｔｈは、隣接セ
ルのＰＲＳの循環前置の長さを示す。
【００８５】
　ｐｒｓＩｎｆｏは、隣接セルのＰＲＳ設定に関する情報を示す。ＯＴＤＯＡ隣接セル情
報要素に含まれたｐｒｓＩｎｆｏは、図１１に示されたＯＴＤＯＡ基準セル情報に含まれ
たｐｒｓＩｎｆｏｒと同一の形態を有する。すなわち、ｐｒｓＩｎｆｏは、ｐｒｓ－Ｂａ
ｎｄｗｉｄｔｈ、ｐｒｓ－ＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＩｎｄｅｘ、ｎｕｍＤＬ－Ｆｒａ
ｍｅｓ及びｐｒｓ－ＭｕｔｉｎｇＩｎｆｏを含む。
【００８６】
　ｐｒｓ－Ｂａｎｄｗｉｄｔｈは、隣接セルのＰＲＳを設定するために使用される帯域幅
を示し、ｎｕｍＤＬ－Ｆｒａｍｅｓは、隣接セルのＰＲＳが割り当てられた連続するダウ
ンリンクサブフレームの個数（Ｎｐｒｓ）を示し、ｐｒｓ－ＭｕｔｉｎｇＩｎｆｏは、隣
接セルのＰＲＳミュート設定（ｍｕｔｉｎｇ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）を示し、ｐ
ｒｓ-ＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＩｎｄｅｘは、隣接セルのＰＲＳ設定インデクスを示
す。
【００８７】
　ｓｌｏｔＮｕｍｂｅｒＯｆｆｓｅｔは、基準セルと隣接セルとの間のスロット番号オフ
セットを示す。スロット番号オフセットは、基準セルの特定無線フレームの開始点から、
前記特定無線フレームの後に続く最初の隣接セルの無線フレームの開始点までのオフセッ
トを意味する。スロット番号オフセットは、スロットの個数で表現され、隣接セルのスロ
ットタイミングが基準セルと同一の場合には、ｓｌｏｔＮｕｍｂｅｒＯｆｆｓｅｔフィー
ルドを省略してもよい。
【００８８】
　ｐｒｓ-ＳｕｂｆｒａｍｅＯｆｆｓｅｔは、基準搬送波周波数における基準セルの特定
の１番目のＰＲＳサブフレームと、他の搬送波周波数における１番目のＰＲＳサブフレー
ムの後に続く最初の隣接セルのＰＲＳバーストの１番目のＰＲＳサブフレームとの間のオ
フセットであり、サブフレームの個数で表現される。
【００８９】
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　ｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤは、端末が測定するものと期待されるＲＳＴＤ値である。Ｔ
ｓが１／（１５０００＊２０４８）秒であるとき、ＲＳＴＤ期待値の解像度（ｒｅｓｏｌ
ｕｔｉｏｎ）は３Ｔｓである。
【００９０】
　ｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ－Ｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙは、ｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ値
の不確実性を示す。すなわち、ｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ－Ｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙは、
ｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ値の誤差範囲を示す。ＲＳＴＤ期待値の不確実性は、位置サー
バの端末位置推定と関連がある。ｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ-Ｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙは
、式５のような端末の探索窓（ｓｅａｒｃｈ　ｗｉｎｄｏｗ）を定義し、ＲＳＴＤ期待値
の不確実性の解像度も３Ｔｓである。
　（式５）
［ｅｘｐｅｃｔｅｄ ＲＳＴＤ－ｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ－Ｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙ］
＜ｍｅａｓｕｒｅｄ ＲＳＴＤ＜［ｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ＋ｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴ
Ｄ－Ｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙ］
【００９１】
　上述したように、端末は、補助データ提供メッセージを受信すると、補助データ提供メ
ッセージに含まれた基準セル及び隣接セルのＰＲＳ設定インデクスを用いて、基準セル及
び隣接セルのＰＲＳが送信されるフレーム及びスロットを知ることができる。ところが、
基準セルのＰＲＳ設定インデクスは、基準セルのＳＦＮを基準にして設定されているため
、基準セルのＰＲＳが送信されるフレーム及びスロットを知るためには、基準セルのＳＦ
Ｎを知らなければならない。同様に、隣接セルのＰＲＳ設定インデクスは、隣接セルのＳ
ＦＮを基準にして設定されているため、隣接セルのＰＲＳが送信されるフレーム及びスロ
ットを知るためには、隣接セルのＳＦＮを知らなければならない。
【００９２】
　又は、端末が、基準セル又は隣接セルのいずれかのＳＦＮを知っているときは、ＳＦＮ
を知っているセルのＰＲＳが送信されるフレーム及びスロットを計算することができ、Ｓ
ＦＮを知らないセルに対しては、ｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ、ｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ
－Ｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙ、及びＳＦＮを知っているセルのＰＲＳが送信されるフレーム
及びスロットを用いてＰＲＳを受信することができる。端末が、ＳＦＮを知らないセルに
対しては、ｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ、ｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ－Ｕｎｃｅｒｔａｉｎ
ｔｙ、及びＳＦＮを知っているセルのＰＲＳが送信されるフレーム及びスロットを用いて
ＰＲＳを受信する過程については、ステップＳ７２０及びステップＳ７３０で詳細に説明
する。
【００９３】
　したがって、本発明の第１実施例では、位置サーバが、補助データに、端末がＳＦＮを
取得できるセルを基準セル又は隣接セルとして含めることを提案する。ところが、端末は
、通常、サービス提供セルと同期が取られており、サービス提供セルのＳＦＮだけを知っ
ているため、位置サーバは、補助データに、サービス提供セルを基準セル又は隣接セルと
して含めることができる。本発明の実施例では、サービス提供セルが補助データに基準セ
ル又は隣接セルとして含まれている場合を例に挙げて説明するが、本発明は、これに限定
されず、端末がＳＦＮを取得できるセルが、補助データに、基準セル又は隣接セルとして
含まれているすべての場合において適用することができる。
【００９４】
　また、図７を参照すると、端末は、基準セルからＰＲＳを受信して、基準セルのＰＲＳ
のＴＯＡを測定する（Ｓ７２０）。
【００９５】
　まず、サービス提供セルが基準セルである場合に、端末が基準セルのＰＲＳのＴＯＡを
測定する方法について説明する。
【００９６】
　端末がＰＲＳを受信するためには、ＰＲＳシーケンスを知らなければならない。式１を
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用いて基準セルのＰＲＳシーケンスを求めるためには、基準セルのスロット番号を知らな
ければならない。サービス提供セルが基準セルである場合には、端末は基準セルのスロッ
ト番号が分かるため、式１を用いて基準セルのＰＲＳシーケンスを求める。
【００９７】
　そして、サービス提供セルが基準セルである場合には、端末は基準セルのＳＦＮが分か
るため、補助データに含まれた基準セルのｐｒｓ－ＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＩｎｄｅ
ｘを用いて、ＰＲＳが送信されるフレーム及びスロットを計算し、計算されたフレーム及
びスロットでＰＲＳシーケンスを用いてＰＲＳを受信して、ＰＲＳのＴＯＡを計算するこ
とができる。
【００９８】
　また、サービス提供セルが基準セルである場合には、端末は基準セルに常に同期化され
ているため、無線フレームの開始位置が分かる。したがって、ＰＲＳを用いなくても、ｐ
ｒｓ－ＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＩｎｄｅｘを通じて計算されるスロット番号及び無線
フレームの開始位置を用いてＰＲＳのＴＯＡを計算することができる。
【００９９】
　次に、サービス提供セルが隣接セルである場合に、端末が基準セルのＰＲＳのＴＯＡを
測定する方法について説明する。
【０１００】
　端末は、サービス提供セルのスロット番号を知っているため、サービス提供セルのスロ
ット番号とＯＴＤＯＡ隣接セル情報リストに含まれたサービス提供セルのｓｌｏｔＮｕｍ
ｂｅｒＯｆｆｓｅｔとを用いて基準セルのスロット番号を知ることができる。したがって
、端末は、基準セルのスロット番号及び式１を用いて基準セルのＰＲＳシーケンスを求め
る。
【０１０１】
　サービス提供セルが隣接セルである場合には、端末は基準セルのＳＦＮが分からないた
め、ｐｒｓ－ＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＩｎｄｅｘを用いてＰＲＳが送信されるフレー
ム及びスロットを計算しても、計算されたフレーム及びスロットでＰＲＳを受信すること
ができない。ところが、端末は、サービス提供セルのＳＦＮを知っているため、隣接セル
情報リストに含まれたサービス提供セルのｐｒｓ－ＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＩｎｄｅ
ｘを用いて、サービス提供セルのＰＲＳが送信されるフレーム及びスロットを計算するこ
とができ、サービス提供セルのＰＲＳが送信されるフレーム及びスロットは、サービス提
供セルのＰＲＳのＴＯＡと見なすことができる。したがって、端末は、サービス提供セル
のｐｒｓ－ＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＩｎｄｅｘを用いてサービス提供セルのＰＲＳの
ＴＯＡを予測し、サービス提供セルのＰＲＳのＴＯＡ及び隣接セル情報リストに含まれた
サービス提供セルのｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ、ｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ－Ｕｎｃｅｒ
ｔａｉｎｔｙを用いて、基準セルのＰＲＳが受信される位置の範囲を知ることができる。
【０１０２】
　図１３は、基準セルのＰＲＳが受信される位置の範囲を示す図である。
【０１０３】
　図１３に示すように、基準セルのＰＲＳは、「サービス提供セルのＴＯＡからサービス
提供セルのｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤだけ離れた時点－サービス提供セルのｅｘｐｅｃｔ
ｅｄＲＳＴＤ－Ｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙ」から「サービス提供セルのＴＯＡからサービス
提供セルのｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤだけ離れた時点＋サービス提供セルのｅｘｐｅｃｔ
ｅｄＲＳＴＤ－Ｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙ」の間で受信される。すなわち、図１３において
、サービス提供セルのＴＯＡからサービス提供セルのｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤだけ離れ
た時点をＸとすると、探索窓は、［Ｘ－サービス提供セルのｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ－
Ｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙ、Ｘ＋サービス提供セルのｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ－Ｕｎｃｅ
ｒｔａｉｎｔｙ］になる。したがって、端末は、図１３の探索窓を検索すると、基準セル
のＰＲＳを受信することができる。すなわち、端末は、探索窓の間に受信された信号を基
準セルのＰＲＳシーケンスと相関を取って、ＰＲＳのＴＯＡを測定する。
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【０１０４】
　再び図７を参照すると、端末は、隣接セルからＰＲＳを受信して、隣接セルのそれぞれ
のＰＲＳのＴＯＡを測定する（Ｓ７３０）。
【０１０５】
　端末は、ステップＳ７２０で求めた基準セルのスロット番号及びＯＴＤＯＡ隣接セル情
報リストに含まれた隣接セルのｓｌｏｔＮｕｍｂｅｒＯｆｆｓｅｔを用いて、隣接セルの
スロット番号を知ることができる。したがって、端末は、隣接セルのスロット番号及び式
１を用いて、隣接セルのＰＲＳシーケンスを求める。
【０１０６】
　そして、端末は、ステップＳ７２０で求めた基準セルのＰＲＳのＴＯＡ、及び隣接セル
情報リストに含まれた隣接セルのｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ、ｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ
－Ｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙを用いて、基準セルのＰＲＳが受信される位置の範囲を知るこ
とができる。
【０１０７】
　図１４は、隣接セルのＰＲＳが受信される位置の範囲を示す図である。
【０１０８】
　図１４に示すように、隣接セルのＰＲＳは、「基準セルのＴＯＡから隣接セルのｅｘｐ
ｅｃｔｅｄＲＳＴＤだけ離れた時点－隣接セルのｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ－Ｕｎｃｅｒ
ｔａｉｎｔｙ」から「基準セルのＴＯＡからサービス提供セルのｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴ
Ｄだけ離れた時点＋隣接セルのｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ－Ｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙ」の
間で受信される。すなわち、図１４で、基準セルのＴＯＡから隣接セルのｅｘｐｅｃｔｅ
ｄＲＳＴＤだけ離れた時点をＹとすると、探索窓は、［Ｙ－隣接セルのｅｘｐｅｃｔｅｄ
ＲＳＴＤ－Ｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙ、Ｙ＋隣接セルのｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ－Ｕｎｃ
ｅｒｔａｉｎｔｙ］になる。したがって、端末は、図１４の探索窓を検索すると、隣接セ
ルのＰＲＳを受信することができる。すなわち、端末は、探索窓の間に受信された信号を
隣接セルのＰＲＳシーケンスと相関を取って、隣接セルのＰＲＳのＴＯＡを測定する。
【０１０９】
　端末は、基準セルのＰＲＳのＴＯＡ及び複数の隣接セルのそれぞれのＰＲＳのＴＯＡを
用いて、複数の隣接セルのそれぞれの基準セルに対するＲＳＴＤを計算し、基地局を介し
て位置サーバに送信する（Ｓ７４０）。すると、位置サーバは、複数の隣接セルのそれぞ
れの基準セルに対するＲＳＴＤを用いて、端末の位置を推定する。
【０１１０】
　さらに、補助データに基準セル又は隣接セルとしてサービス提供セルを含めず、サービ
ス提供セル及び基準セルのｓｌｏｔＮｕｍｂｅｒＯｆｆｓｅｔ、ｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴ
Ｄ及びｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ－Ｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙだけを含めても、端末は、本
発明の第１実施例で説明した方法によって、複数の隣接セルのそれぞれの基準セルに対す
るＲＳＴＤを計算することができる。
【０１１１】
　そして、基準セル及び隣接セルが、ＰＲＳを類似の時点に送信する場合には、ｅｘｐｅ
ｃｔｅｄＲＳＴＤの値は一定範囲内に制限され得る。ところが、ｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴ
Ｄの値は一定範囲内に制限されているが、基準セル及び隣接セルがＰＲＳを類似の時点に
送信しない場合には、端末は、基準セルのＰＲＳを受信するためには、基準セルのＳＦＮ
を知らなければならず、隣接セルのＰＲＳを受信するためには、隣接セルのＳＦＮを知ら
なければならない。したがって、補助データは、基準セル及び隣接セルのＳＦＮに関する
情報を含まなければならない。ＳＦＮに関する情報は、ＳＦＮ値そのもの、又はサービス
提供セルのＳＦＮと該当のセルのＳＦＮとの間のオフセットになることができる。すなわ
ち、位置サーバは、補助データのＯＴＤＯＡ基準セル情報に、基準セルのＳＦＮ値そのも
の、又はサービス提供セルのＳＦＮと基準セルのＳＦＮとの間のオフセットを含め、ＯＴ
ＤＯＡ隣接セル情報要素に、隣接セルのＳＦＮ値そのもの、又はサービス提供セルのＳＦ
Ｎと隣接セルのＳＦＮとの間のオフセットを含めることができる。
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【０１１２】
　補助データに、基準セルのＳＦＮに関する情報及び隣接セルのＳＦＮに関する情報が含
まれるとき、基準セルのｐｒｓ－ＭｕｔｉｎｇＩｎｆｏは基準セルのＳＦＮを基準に設定
され、隣接セルのｐｒｓ－ＭｕｔｉｎｇＩｎｆｏは隣接セルのＳＦＮを基準に設定するこ
とができる。すなわち、ＰＲＳミュートシーケンスの１番目のビットは、該当のセルのシ
ステムフレーム番号（ＳＦＮ）が０であるフレームの開始点の後に始まる１番目の位置決
め機会に対応するものと定義することができる。すると、ＰＲＳ構成インデクスは、ＰＲ
Ｓを送信する基準基地局又は隣接基地局のＳＦＮに合わせられており、ＰＲＳミュート情
報は、サービス提供セルのＳＦＮを基準に定義されているため、ＰＲＳ構成インデクスと
ＰＲＳミュート情報が互いに衝突するという問題を解決することができる。
【０１１３】
　次に、本発明の第２実施例に係る端末の位置決め方法について説明する。本発明の第２
実施例によれば、端末は、基準セル及び隣接セルの主同報チャンネル（以下、“Ｐ－ＢＣ
Ｈ”という）を復号して基準セル及び隣接セルのＳＦＮを取得して、補助データに含まれ
た基準セル及び隣接セルのｐｒｓ－ＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＩｎｄｅｘを用いて、基
準セル及び隣接セルからＰＲＳを受信することもできるし、ブラインド検出（Ｂｌｉｎｄ
　Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ）を通じて基準セル及び隣接セルのＰＲＳを受信することもできる
。
【０１１４】
　すなわち、端末は、サービス提供セルから図９乃至図１２に示された形態の補助データ
を受信し、補助データに含まれた基準セルのｐｒｓ－ＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＩｎｄ
ｅｘを用いて、基準セルがＰＲＳを送信するフレーム及びスロットを計算し、基準セルの
Ｐ－ＢＣＨを復号して基準セルのＳＦＮを見つけて、計算されたフレームのスロットで基
準セルのＰＲＳを受信して、ＴＯＡを測定する。そして、隣接セルのｐｒｓ－Ｃｏｎｆｉ
ｇｕｒａｔｉｏｎＩｎｄｅｘを用いて、隣接セルがＰＲＳを送信するフレーム及びスロッ
トを計算し、隣接セルのＰ－ＢＣＨを復号して隣接セルのＳＦＮを見つけて、計算された
フレームのスロットで隣接セルのＰＲＳを受信して、ＴＯＡを測定する。そして、端末は
、基準セルのＰＲＳのＴＯＡ及び隣接セルのＰＲＳのＴＯＡを用いて、ＲＳＴＤを求める
。
【０１１５】
　又は、端末は、サービス提供セルから図９乃至図１２に示された形態の補助データを受
信し、補助データに含まれた基準セルのｐｒｓ－ＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＩｎｄｅｘ
を用いて、基準セルがＰＲＳを送信するフレーム及びスロットを計算し、基準セルのＰ－
ＢＣＨを復号して基準セルのＳＦＮを見つけて、計算されたフレームのスロットで基準セ
ルのＰＲＳを受信して、ＴＯＡを測定する。そして、端末は、ブラインド検出を通じて隣
接セルのＰＲＳを受信して、ＴＯＡを測定する。そして、端末は、基準セルのＰＲＳのＴ
ＯＡ及び隣接セルのＰＲＳのＴＯＡを用いて、ＲＳＴＤを求める。
【０１１６】
　又は、端末は、ブラインド検出を通じて基準セルのＰＲＳを受信してＴＯＡを測定し、
ブラインド検出を通じて隣接セルのＰＲＳを受信してＴＯＡを測定した後、基準セルのＰ
ＲＳのＴＯＡ及び隣接セルのＰＲＳのＴＯＡを用いて、ＲＳＴＤを求める。
【０１１７】
　そして、端末は、ＲＳＴＤをサービス提供セルに送信し、サービス提供セルは、受信さ
れた複数の隣接セルのそれぞれの基準セルに対するＲＳＴＤを位置サーバに送信し、位置
サーバは、複数の隣接セルのそれぞれの基準セルに対するＲＳＴＤを用いて端末の位置を
推定する。
【０１１８】
　次に、本発明の第３実施例に係る端末の位置決め方法について説明する。
【０１１９】
　本発明の第３実施例によれば、位置サーバが、基準セル及び隣接セルのｐｒｓ－Ｃｏｎ
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ｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＩｎｄｅｘを、サービス提供セルのＳＦＮを基準に設定して送信す
る。すると、端末は、補助データを受信し、受信された補助データに含まれた基準セルの
ｐｒｓ－ＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＩｎｄｅｘを用いて、基準セルのＰＲＳが送信され
たフレーム及びスロットを計算する。そして、計算されたフレーム及びスロットはサービ
ス提供セルのフレーム番号及びスロット番号に該当し、端末はサービス提供セルのＳＦＮ
を知っているため、端末は、計算されたフレーム及びスロットで基準セルのＰＲＳを受信
して、ＴＯＡを測定することができる。
【０１２０】
　そして、補助データに含まれた隣接セルのｐｒｓ－ＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＩｎｄ
ｅｘを用いて、隣接セルのＰＲＳが送信されたフレーム及びスロットを計算する。このと
き、計算されたフレーム及びスロットはサービス提供セルのフレーム番号及びスロット番
号に該当し、端末はサービス提供セルのＳＦＮを知っているため、端末は、計算されたフ
レーム及びスロットで隣接セルのＰＲＳを受信して、ＴＯＡを測定することができる。
【０１２１】
　そして、端末は、基準セルのＰＲＳのＴＯＡと隣接セルのＰＲＳのＴＯＡを用いて、Ｒ
ＳＴＤを求める。
【０１２２】
　そして、端末は、ＲＳＴＤをサービス提供セルに送信し、サービス提供セルは、受信さ
れた複数の隣接セルのそれぞれの基準セルに対するＲＳＴＤを位置サーバに送信し、位置
サーバは、複数の隣接セルのそれぞれの基準セルに対するＲＳＴＤを用いて、端末の位置
を推定する。
【０１２３】
　そして、端末が効率的に基準セル及び隣接セルのＰＲＳのＴＯＡを測定するようにする
ために、位置サーバは、補助データにサービス提供セルを基準セルや隣接セルとして含め
、又は補助データにサービス提供セルと基準セルのｓｌｏｔＮｕｍｂｅｒＯｆｆｓｅｔ、
ｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ及びｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ－Ｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙを含
めることができる。
【０１２４】
　次に、本発明の第４実施例に係る端末の位置決め方法について説明する。
【０１２５】
　本発明の第４実施例によれば、位置サーバが、基準セル及び隣接セルのｐｒｓ－Ｃｏｎ
ｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＩｎｄｅｘを、基準セルのＳＦＮを基準に設定して送信する。する
と、端末は、補助データを受信し、補助データに含まれた基準セルのｐｒｓ－Ｃｏｎｆｉ
ｇｕｒａｔｉｏｎＩｎｄｅｘを用いて、基準セルのＰＲＳが送信されたフレーム及びスロ
ットを計算する。
【０１２６】
　そして、端末は、基準セルのＰ－ＢＣＨを復号して基準セルのＳＦＮを見つけて、計算
されたフレーム及びスロットで基準セルのＰＲＳを受信して、ＴＯＡを測定する。
【０１２７】
　又は、位置サーバが、補助データに、基準セルのＳＦＮ値そのもの又はサービス提供セ
ルのＳＦＮと基準セルのＳＦＮとの間のオフセットのような基準セルのＳＦＮに関する情
報を含めることができる。すると、端末は、受信された基準セルのＳＦＮに関する情報を
通じて基準セルのＳＦＮを見つけて、計算されたフレーム及びスロットで基準セルのＰＲ
Ｓを受信して、ＴＯＡを測定する。そして、補助データに基準セルのＳＦＮに関する情報
が含まれると、基準セル及び隣接セルのｐｒｓ－ＭｕｔｉｎｇＩｎｆｏは基準セルのＳＦ
Ｎを基準に設定されることができる。すると、ＰＲＳ構成インデクスとＰＲＳミュート情
報が互いに衝突するという問題点を解決することができる。
【０１２８】
　そして、補助データに含まれた隣接セルのｐｒｓ－ＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＩｎｄ
ｅｘを用いて、隣接セルのＰＲＳが送信されたフレーム及びスロットを計算する。このと
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き、計算されたフレーム及びスロットは基準セルのフレーム番号及びスロット番号に該当
し、端末は基準セルのＳＦＮを知っているため、端末は、計算されたフレーム及びスロッ
トで隣接セルのＰＲＳを受信して、ＴＯＡを測定することができる。
【０１２９】
　そして、端末は、基準セルのＰＲＳのＴＯＡと隣接セルのＰＲＳのＴＯＡを用いて、Ｒ
ＳＴＤを求める。
【０１３０】
　そして、端末は、ＲＳＴＤをサービス提供セルに送信し、サービス提供セルは、受信さ
れた複数の隣接セルのそれぞれの基準セルに対するＲＳＴＤを位置サーバに送信し、位置
サーバは、複数の隣接セルのそれぞれの基準セルに対するＲＳＴＤを用いて端末の位置を
推定する。
【０１３１】
　そして、端末が効率的に基準セル及び隣接セルのＰＲＳのＴＯＡを測定するようにする
ために、位置サーバは、補助データに、サービス提供セルを基準セルや隣接セルとして含
め、又は補助データにサービス提供セルと基準セルのｓｌｏｔＮｕｍｂｅｒＯｆｆｓｅｔ
、ｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ及びｅｘｐｅｃｔｅｄＲＳＴＤ－Ｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙを
含めることができる。
【０１３２】
　図１５は、本発明の更に他の実施例であって、上述した本発明の実施例が実現されうる
送信器及び受信器の構成を示す図である。
【０１３３】
　図１５の送信器及び受信器は、端末又は位置サーバであってもよい。端末と位置サーバ
とは、基地局を介して通信を行うことができる。
【０１３４】
　送信器及び受信器はそれぞれ、情報、データ、信号及び／又はメッセージなどを送受信
できるアンテナ１０００，１０１０と、アンテナを制御してメッセージを送信する送信モ
ジュール（Ｔｘ ｍｏｄｕｌｅ）１０４０，１０５０と、アンテナを制御してメッセージ
を受信する受信モジュール（Ｒｘ ｍｏｄｕｌｅ）１０６０，１０７０と、通信と関連す
る情報を記憶するメモリ１０８０，１０９０と、送信モジュール、受信モジュール及びメ
モリを制御するプロセッサ１０２０，１０３０と、を含む。
【０１３５】
　アンテナ１０００，１０１０は、送信モジュール１０４０，１０５０で生成された信号
を外部に送信し、又は外部から無線信号を受信して受信モジュール１０６０，１０７０に
伝達する機能を果たす。複数アンテナ（ＭＩＭＯ）機能がサポートされる場合には２個以
上のアンテナを備えてもよい。
【０１３６】
　プロセッサ１０２０，１０３０は、通常、送信器又は受信器の動作全般を制御する。特
に、プロセッサは、上述した本発明の実施例を行うための制御機能、サービス特性及び伝
ぱ（播）環境に応じた媒体接続制御（ＭＡＣ）フレーム可変制御機能、ハンドオーバ機能
、認証及び暗号化機能などを行うことができる。また、プロセッサ１０２０，１０３０は
、様々なメッセージの暗号化を制御できる暗号化モジュール及び様々なメッセージの送受
信を制御するタイマモジュールをそれぞれさらに含むことができる。
【０１３７】
　端末のプロセッサ１０２０は、位置サーバから受信されたシステム情報を用いて、基準
セル及び複数の隣接セルのそれぞれからＰＲＳを受信して、複数の隣接セルのそれぞれの
基準セルに対するＲＳＴＤを測定する。
【０１３８】
　位置サーバのプロセッサ１０３０は、端末から受信されたＲＳＴＤを用いて端末の位置
を決定する。
【０１３９】
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　送信モジュール１０４０，１０５０は、プロセッサによってスケジュールされて外部に
送信される信号及び／又はデータに対して、所定の符号化及び変調を行った後、アンテナ
１０００，１０１０に伝達することができる。
【０１４０】
　端末の送信モジュール１０５０は、測定された複数の隣接セルのそれぞれの基準セルに
対するＲＳＴＤを位置サーバに送信する。
【０１４１】
　位置サーバの送信モジュール１０４０は、基準セル及び複数の隣接セルに関する情報を
含むシステム情報を端末に送信する。
【０１４２】
　受信モジュール１０６０，１０７０は、外部からアンテナ１０００，１０１０を介して
受信された無線信号に対する復号及び復調を行って原データの形態に復元して、プロセッ
サ１０２０，１０３０に伝達することができる。
【０１４３】
　端末の受信モジュール１０７０は、基準セル及び複数の隣接セルに関する情報を含むシ
ステム情報を、位置サーバから受信する。このとき、システム情報は、端末がＳＦＮを取
得できるセルを、基準セル又は複数の隣接セルとして含む。
【０１４４】
　位置サーバの受信モジュール１０６０は、端末から、端末が測定した複数の隣接セルの
それぞれの基準セルに対するＲＳＴＤを受信する。
【０１４５】
　メモリ１０８０，１０９０は、プロセッサの処理及び制御のためのプログラムを記憶す
ることもでき、入／出力されるデータ（移動局の場合、基地局から割り当てられたアップ
リンク許可（ＵＬ　ｇｒａｎｔ）、システム情報、局識別子（ＳＴＩＤ）、フロー識別子
（ＦＩＤ）、動作時間（Ａｃｔｉｏｎ　Ｔｉｍｅ）、領域割当情報及びフレームオフセッ
ト情報など）の一時格納のための機能を行うことができる。
【０１４６】
　また、メモリは、フラッシュメモリタイプ、ハードディスクタイプ、マルチメディアカ
ードマイクロタイプ、カードタイプのメモリ（例えば、ＳＤ又はＸＤメモリなど）、ＲＡ
Ｍ、ＳＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＰＲＯＭ、磁気メモリ、磁気ディスク、光ディス
クのうち、少なくとも一タイプの格納媒体を含むことができる。
【０１４７】
　上述したように開示された本発明の好適な実施例に関する詳細な説明は、当業者が本発
明を具現し実施できるように提供された。上記では本発明の好適な実施例を参照して説明
したが、該当技術の分野における熟練した当業者であれば、本発明の領域から逸脱しない
範囲内で、本発明を多様に修正及び変更可能であるということが理解されるであろう。例
えば、当業者は、上述した実施例に記載された各構成を互いに組み合わせる方式で用いる
ことができる。
【０１４８】
　したがって、本発明は、ここに開示された実施形態に制限されるものではなく、ここに
開示された原理及び新規な特徴と一致する最も広い範囲を与えるためのものである。
【０１４９】
　本発明の精神又は範囲から逸脱することなく、本発明について様々な修正及び変形がな
されうるということが当業者には自明である。したがって、本発明は、添付の請求項及び
その均等物の範囲内にある本発明の修正及び変形を含むものとする。
【産業上の利用可能性】
【０１５０】
　本発明は、無線通信システムに適用することができる。
【０１５１】
　本発明の好適な実施例を参照して説明及び記述したが、本発明は、本発明の範囲を逸脱
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することなく多様に変形及び修正可能である。したがって、本発明は、添付の請求項及び
その均等物の範囲内にある本発明の修正及び変形を含むものとする。

【図１】 【図２】
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【図１３】

【図１４】

【図１５】

【手続補正書】
【提出日】平成25年2月4日(2013.2.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて端末（ＵＥ）の位置を決定する方法であって、
　基準セル及び少なくとも一つの隣接セルに関する情報を含むシステム情報を位置サーバ
から受信するステップと、
　前記基準セル及び前記少なくとも一つの隣接セルから、システム情報に基づいて受信し
た位置決め基準信号（ＰＲＳ）を用いて、基準信号時間差（ＲＳＴＤ）を送信するステッ
プと、を有し、
　前記システム情報は、前記端末がシステムフレーム番号（ＳＦＮ）を取得できるセルを
、前記基準セル又は前記少なくとも一つの隣接セルとして含む、方法。
【請求項２】
　前記端末が前記ＳＦＮを取得できる前記セルは、サービス提供セルである、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記システム情報は、前記少なくとも一つの隣接セルのスロット番号オフセット、ＲＳ
ＴＤ期待値及び前記ＲＳＴＤ期待値の不確実性を含み、
　前記スロット番号オフセットは、前記基準セルのスロット番号と前記少なくとも一つの
隣接セルのスロット番号との間のオフセットであり、前記ＲＳＴＤの期待値は、前記端末
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が測定するものと期待されるＲＳＴＤ値であり、前記ＲＳＴＤ期待値の不確実性は、前記
ＲＳＴＤ期待値の誤差範囲である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記システム情報は、前記基準セルのＰＲＳが送信されるときに関する情報を示すＰＲ
Ｓ設定インデクス、及び前記少なくとも一つの隣接セルのＰＲＳが送信されるときに関す
る情報を示すＰＲＳ設定インデクスを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記システム情報を要求するメッセージを前記位置サーバに送信するステップをさらに
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記システム情報を用いて前記基準セルのＰＲＳの到着時刻（ＴＯＡ）を測定するステ
ップと、
　前記システム情報を用いて前記少なくとも一つの隣接セルのＰＲＳのＴＯＡを測定する
ステップと、
　前記基準セルのＰＲＳの測定されたＴＯＡ及び前記少なくとも一つの隣接セルのＰＲＳ
の測定されたＴＯＡを用いて、前記基準セルに対する前記少なくとも一つの隣接セルのＲ
ＳＴＤを計算するステップと、をさらに有する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記端末が前記ＳＦＮを取得できるセルが前記基準セルであるとき、前記基準セルのＰ
ＲＳのＴＯＡを測定するステップは、前記基準セルのＳＦＮ及び前記システム情報内の前
記基準セルのＰＲＳ設定インデクスを用いて、前記基準セルのＰＲＳを受信するステップ
を含み、
　前記基準セルのＰＲＳ設定インデクスは、前記基準セルのＰＲＳが送信されるときに関
する情報を示す、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記端末が前記ＳＦＮを取得できるセルが前記少なくとも一つの隣接セルであるとき、
前記基準セルのＰＲＳのＴＯＡを測定するステップは、前記システム情報内の前記少なく
とも一つのセルに対するスロット番号オフセット、ＲＳＴＤ期待値及び前記ＲＳＴＤ期待
値の不確実性を用いて前記基準セルのＰＲＳを受信するステップを含み、
　前記スロット番号オフセットは、前記基準セルのスロット番号と前記少なくとも一つの
隣接セルのスロット番号との間のオフセットであり、前記ＲＳＴＤ期待値は、前記端末が
測定するものと期待されるＲＳＴＤ値であり、前記ＲＳＴＤ期待値の不確実性は、前記Ｒ
ＳＴＤ期待値の誤差範囲である、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　無線通信システムの位置サーバにおいて端末（ＵＥ）の位置決めを支援する方法であっ
て、
　基準セル及び少なくとも一つの隣接セルに関する情報を含むシステム情報を前記端末に
送信するステップと、
　前記端末から、前記システム情報に基づいて前記基準セル及び前記少なくとも一つの隣
接セルの位置決め基準信号（ＰＲＳ）を用いて測定した基準信号時間差（ＲＳＴＤ）を受
信するステップと、を有し、
　前記システム情報は、前記端末がシステムフレーム番号（ＳＦＮ）を取得できるセルを
、前記基準セル又は前記少なくとも一つの隣接セルとして含む、方法。
【請求項１０】
　前記端末が前記ＳＦＮを取得できるセルは、サービス提供セルである、請求項９に記載
の方法。
【請求項１１】
　前記システム情報は、前記少なくとも一つの隣接セルのスロット番号オフセット、ＲＳ
ＴＤ期待値及び前記ＲＳＴＤ期待値の不確実性を含み、
　前記スロット番号オフセットは、前記基準セルのスロット番号と前記少なくとも一つの
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隣接セルのスロット番号との間のオフセットであり、前記ＲＳＴＤの期待値は、前記端末
が測定するものと期待されるＲＳＴＤ値であり、前記ＲＳＴＤ期待値の不確実性は、前記
ＲＳＴＤ期待値の誤差範囲である、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記システム情報は、前記基準セルのＰＲＳが送信されるときに関する情報を示すＰＲ
Ｓ設定インデクス、及び前記少なくとも一つの隣接セルのＰＲＳが送信されるときに関す
る情報を示すＰＲＳ設定インデクスを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記端末から前記システム情報を要求するメッセージを受信するステップをさらに含む
、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　無線通信システムの端末（ＵＥ）であって、
　基準セル及び少なくとも一つの隣接セルに関する情報を含むシステム情報を位置サーバ
から受信するように構成された受信モジュールと、
　前記システム情報に基づいて前記基準セル及び前記少なくとも一つの隣接セルから受信
した位置決め基準信号（ＰＲＳ）を用いて、基準信号時間差（ＲＳＴＤ）を測定するよう
に構成されたプロセッサと、
　前記位置サーバに前記ＲＳＴＤを送信するように構成された送信モジュールと、を備え
、
　前記システム情報は、前記端末がシステムフレーム番号（ＳＦＮ）を取得できるセルを
、前記基準セル又は前記少なくとも一つの隣接セルとして含む、端末。
【請求項１５】
　前記端末が前記ＳＦＮを取得できるセルは、サービス提供セルである、請求項１４に記
載の端末。
【請求項１６】
　前記システム情報は、前記少なくとも一つの隣接セルのスロット番号オフセット、ＲＳ
ＴＤ期待値及び前記ＲＳＴＤ期待値の不確実性を含み、
　前記スロット番号オフセットは、前記基準セルのスロット番号と前記少なくとも一つの
隣接セルのスロット番号との間のオフセットであり、前記ＲＳＴＤの期待値は、前記端末
が測定するものと期待されるＲＳＴＤ値であり、前記ＲＳＴＤ期待値の不確実性は、前記
ＲＳＴＤ期待値の誤差範囲である、請求項１４に記載の端末。
【請求項１７】
　前記システム情報は、前記基準セルのＰＲＳが送信されるときに関する情報を示すＰＲ
Ｓ設定インデクス、及び前記少なくとも一つの隣接セルのＰＲＳが送信されるときに関す
る情報を示すＰＲＳ設定インデクスを含む、請求項１４に記載の端末。
【請求項１８】
　前記送信モジュールは、前記位置サーバに前記システム情報を要求するメッセージを送
信するように構成される、請求項１４に記載の端末。
【請求項１９】
　無線通信システムの位置サーバであって、
　基準セル及び少なくとも一つの隣接セルに関する情報を含むシステム情報を端末（ＵＥ
）に送信するように構成された送信モジュールと、
　前記端末から、前記システム情報に基づいて前記基準セル及び前記少なくとも一つの隣
接セルの位置決め基準信号（ＰＲＳ）を用いて測定した基準信号時間差（ＲＳＴＤ）を受
信するように構成された受信モジュールと、を備え、
　前記システム情報は、前記端末がシステムフレーム番号（ＳＦＮ）を取得できるセルを
、前記基準セル又は前記少なくとも一つの隣接セルとして含む、位置サーバ。
【請求項２０】
　前記端末が前記ＳＦＮを取得できるセルは、サービス提供セルである、請求項１９に記
載の位置サーバ。
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【請求項２１】
　前記システム情報は、前記少なくとも一つの隣接セルのスロット番号オフセット、ＲＳ
ＴＤ期待値及び前記ＲＳＴＤ期待値の不確実性を含み、
　前記スロット番号オフセットは、前記基準セルのスロット番号と前記少なくとも一つの
隣接セルのスロット番号との間のオフセットであり、前記ＲＳＴＤの期待値は、前記端末
が測定するものと期待されるＲＳＴＤ値であり、前記ＲＳＴＤ期待値の不確実性は、前記
ＲＳＴＤ期待値の誤差範囲である、請求項１９に記載の位置サーバ。
【請求項２２】
　前記システム情報は、前記基準セルのＰＲＳが送信されるときに関する情報を示すＰＲ
Ｓ設定インデクス、及び前記少なくとも一つの隣接セルのＰＲＳが送信されるときに関す
る情報を示すＰＲＳ設定インデクスを含む、請求項１９に記載の位置サーバ。
【請求項２３】
　前記受信モジュールは、前記端末から、前記システム情報を要求するメッセージを受信
するように構成される、請求項１９に記載の位置サーバ。
【請求項２４】
　前記受信されたＲＳＴＤを用いて前記端末の位置を決定するように構成されたプロセッ
サをさらに備える、請求項１９に記載の位置サーバ。
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【国際調査報告】
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